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男
女
共
同
参
画
懇
話
会
一
般
公
募
委

員
を
募
集
し
ま
す

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
の
促
進

に
関
す
る
施
策
及
び
重
要
事
項
を
審
議

す
る「
田
辺
市
男
女
共
同
参
画
懇
話
会
」

の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

☆
市
内
に
住
民
票
が
あ
る
、
20
歳
以
上

（
平
成
29
年
4
月
1
日
現
在
）
の
方
で
、

国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
議
員
及
び
職

員
で
な
い
方

■
募
集
人
数　

3
名
以
内

※
選
考
委
員
会
を
設
け
て
選
考
し
ま
す
。

■
任
期

委
嘱
の
日
〜
平
成
31
年
3
月
31
日

☆
6
月
30
日
㊎
﹇
必
着
﹈
ま
で
に
、「
田

辺
市
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
社
会
の

形
成
を
促
進
す
る
た
め
に
必
要
な
こ

と
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
８
０
０
字
程
度

の
小
論
文
に
、
申
込
書
（
氏
名
・
生
年

月
日
・
性
別
・
住
所
・
電
話
番
号
・
職

業
・
地
域
・
団
体
等
に
お
け
る
活
動
状

況
等
）
を
添
え
て
、
直
接
お
持
ち
い
た

だ
く
か
、
郵
送
又
は
E
メ
ー
ル
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

申
込
書
等
は
、
左
記
で
配
布
す
る
ほ

か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
取
得
で
き

ま
す
。

　

な
お
、
提
出
さ
れ
た
応
募
書
類
等
は
、

返
却
し
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

☆
男
女
共
同
参
画
推
進
室
（
市
民
総
合

セ
ン
タ
ー
4
階
）

〒
６
４
６
―

０
０
２
８

高
雄
一
丁
目
23
―

1

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
４
９
３
６

☆danjo@
city.tanabe.lg.jp

☆

h
ttp

://w
w

w
.city.tan

ab
e.

lg.jp/danjo/index.htm
l

　

応
募
用
紙
は
、
左
記
又
は
各
行
政
局

総
務
課
（
19
ペ
ー
ジ
参
照
）
で
配
布
す

る
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
取
得

で
き
ま
す
。

■
報
酬　

審
議
会
出
席
ご
と
に

６
５
０
０
円
（
実
際
の
支
給
額
は
、
源

泉
所
得
税
徴
収
後
の
額
と
な
り
ま
す
。）

■
そ
の
他　

選
任
さ
れ
る
と
、
市
の
非

常
勤
特
別
職
と
な
り
ま
す
。

☆
都
市
計
画
課 

計
画
整
備
係
（
庁
舎

別
館
1
階
）

〒
６
４
６
―

８
５
４
５　

新
屋
敷
町
１

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
３
７

☆
０
７
３
９
（
２
５
）
６
０
１
６

☆toshikeikaku@
city.tanabe.

lg.jp☆

h
ttp

://w
w

w
.city.tan

ab
e.

lg.jp/keikaku/index.htm
l

☆
自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部
田
辺

地
域
事
務
所

☎
０
７
３
９
（
２
４
）
６
２
１
９

☆http://www.m
od.go.jp/pco/wakayam

a/

都
市
計
画
審
議
会
一
般
公
募
委
員
を

募
集
し
ま
す

　

市
で
は
、
都
市
の
健
全
な
発
展
と
秩

序
あ
る
整
備
を
図
る
た
め
、
土
地
の
利

用
方
法
、
建
物
の
建
て
方
の
ル
ー
ル
や

道
路
・
公
園
等
の
都
市
施
設
に
関
す
る

都
市
計
画
を
定
め
て
お
り
、
こ
れ
に
つ

い
て
調
査
審
議
す
る
「
田
辺
市
都
市
計

画
審
議
会
」
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

☆
次
の
全
て
の
要
件
を
満
た
す
方

◇
市
内
に
住
民
票
を
有
す
る
又
は
勤

務
・
在
学
さ
れ
て
い
る
応
募
期
限
日
現

在
で
20
歳
以
上
の
方

◇
都
市
計
画
や
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
、
学
識
経
験
や
関
心
が
あ
る
方

◇
年
に
2
回
程
度
の
平
日
昼
間
の
審
議

会
に
出
席
可
能
な
方

◇
任
期
満
了
ま
で
継
続
し
て
審
議
会
へ

出
席
可
能
な
方

◇
国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
議
員
及
び

職
員
で
な
い
方

■
募
集
人
数　

2
名

※
選
考
委
員
会
を
設
け
て
選
考
し
ま
す
。

■
任
期

8
月
1
日
〜
平
成
32
年
7
月
31
日

☆
6
月
27
日
㊋
﹇
消
印
﹈
ま
で
に
、
所

定
の
応
募
用
紙
に
、
応
募
す
る
理
由
・

動
機
に
つ
い
て
４
０
０
字
程
度
に
ま
と

め
、そ
の
他
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、

郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
又
は
直
接

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

 

自
衛
官
を
募
集
し
ま
す

☆
日
本
国
籍
を
有
し
、
自
衛
隊
法
第
38

条
第
1
項
の
規
定
に
該
当
し
な
い
方

コース 対象年齢 受付 試験日 試験場所
自衛官
候補生

（任期制
コース）

18 歳以上
27 歳未満

年間を通じて
行っています。

9 月
23 日㊏㊗

和歌山県民文化
会館（女子）

9 月
28 日㊍

田辺市民総合
センター（男子）

一般曹
候補生

18 歳以上
27 歳未満

7 月 1 日㊏～
9 月 8 日㊎

9 月
16 日㊏

紀南文化会館

航空
学生

18 歳以上
21 歳未満

7 月 1 日㊏～
9 月 8 日㊎

9 月
18 日㊊㊗

和歌山県民文化
会館

で
、
18
歳
以
上
27
歳
未
満
（
平
成
30
年

4
月
1
日
現
在
）、
航
空
学
生
は
21
歳

未
満
の
男
女

※随時、個別説明を実施中です。（要予約）

■コース及び試験日等

市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

■
募
集
住
宅

◇
本
庁
管
内

《
新
万
》
新
万
…
2
戸

《
新
庄
》
内
之
浦
6
…
1
戸

《
芳
養
松
原
》
い
ち
ご
﹇
母
子
﹈
…
１
戸

◇
中
辺
路
行
政
局
管
内
（
各
1
戸
）

《
小
皆
》
小
皆
﹇
高
﹈﹇
単
・
可
﹈

《
川
合
》
川
合
２

◇
大
塔
行
政
局
管
内
（
各
1
戸
）

《
鮎
川
》
鮎
川
下
附
6

《
鮎
川
》
鮎
川
津
呂
2

《
鮎
川
》
大
塔
﹇
単
・
可
﹈

■
間
取
り
・
家
賃
等

　

間
取
り
は
、
2
Ｋ
・
2
Ｄ
Ｋ
・
3
Ｄ

Ｋ
等
タ
イ
プ
が
異
な
り
ま
す
。家
賃
は
、

４
７
０
０
円
〜
4
万
８
４
０
０
円
で
、

住
宅
や
所
得
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

☆
7
月
3
日
㊊
〜
24
日
㊊
﹇
消
印
﹈
に

下
記
へ
郵
送
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
申
込
用
紙
は
、
下
記
又
は
各
行
政

局
産
業
建
設
課
（
19
ペ
ー
ジ
参
照
）
で

配
布
し
て
い
ま
す
。

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
で
決

定
し
ま
す
。
抽
選
は
、
8
月
4
日
㊎
10

時
か
ら
、本
庁
舎
3
階
「
第
一
会
議
室
」

で
行
い
ま
す
。
な
お
、
募
集
団
地
等
を

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
随
時
募
集
住
宅　

既
に
入
居
者
が
決

定
し
て
い
る
場
合
等
が
あ
り
ま
す
。

◇
龍
神
行
政
局
管
内
（
各
1
戸
）

《
小
家
》
小
家

《
柳
瀬
》
フ
ォ
レ
ス
ト
館
﹇
単
﹈

◇
中
辺
路
行
政
局
管
内
（
各
1
戸
）

《
川
合
》
川
合
2

《
栗
栖
川
》
栗
栖
川
鍵

《
石
船
》
石
船

◇
大
塔
行
政
局
管
内

《
合
川
》
合
川
庵
谷
﹇
定
﹈
…
2
戸

《
向
山
》
向
山
﹇
定
﹈
…
4
戸

■
語
句
説
明

﹇
母
子
﹈
20
歳
未
満
の
児
童
を
扶
養
し
、

同
居
し
て
い
る
母
子
世
帯
を
対
象
に
募

集
す
る
住
宅
で
、
入
居
後
、
そ
の
児
童

が
20
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
時
点
で
退

去
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

﹇
高
﹈
夫
婦
の
ど
ち
ら
か
が
65
歳
以
上

で
自
立
し
た
生
活
が
で
き
る
夫
婦
を
対

象
に
募
集
す
る
住
宅
で
す
が
、
親
子
等

2
世
代
で
の
申
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

﹇
単
・
可
﹈
単
身
者
及
び
世
帯
で
の
申

込
み
が
で
き
ま
す
。

﹇
単
﹈単
身
者
の
み
申
込
み
が
で
き
ま
す
。

﹇
定
﹈
市
外
か
ら
の
移
住
者
を
対
象
に

募
集
す
る
住
宅
で
す
が
、
住
民
票
が
市

内
に
あ
る
方
も
申
込
み
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
市
外
か
ら
の
申

込
み
を
優
先
し
ま
す
。

☆
建
築
課 

市
営
住
宅
係

〒
６
４
６
―

８
５
４
５　

新
屋
敷
町
1

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
1
階

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
３
６

税
務
職
員
採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す

■
試
験
日

①
第
1
次
試
験　

9
月
3
日
㊐

②
第
2
次
試
験　

10
月
11
日
㊌
〜
20
日
㊎

※
①
の
合
格
通
知
書
で
指
定
す
る
日
時

☆
⑴
高
卒
見
込
み
の
方
及
び
高
卒
後
3

年
を
経
過
し
て
い
な
い
方
（
平
成
26
年

4
月
1
日
以
降
に
卒
業
し
た
方
）

⑵
人
事
院
が
⑴
に
準
ず
る
と
認
め
る
方

☆
別
途
、
人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
ま
す
。
採
用
予
定
数
は
、
最
新
情

報
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

☆http://w
w

w
.jinji.go.jp/top.htm

※
採
用
情
報
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
「
採
用
案
内
」
に
も
掲
載
し
ま
す
。

☆http://w
w

w
.nta.go.jp

☆
6
月
19
日
㊊
〜
28
日
㊌

◇
専
用
ア
ド
レ
ス

☆h
ttp://w

w
w

.jin
ji-sh

iken
.

go.jp/juken.htm
l

※
原
則
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申

込
み
と
な
り
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

申
込
み
が
で
き
な
い
場
合
は
、
希
望
す

る
第
1
次
試
験
地
を
所
轄
す
る
国
税
局

（
国
税
事
務
所
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

☆
◇
大
阪
国
税
局 

人
事
第
二
課 

試
験
係

☎
０
６
（
６
９
４
１
）
５
３
３
１

◇
田
辺
税
務
署 
総
務
課

☎
０
７
３
９
（
２
２
）
１
２
５
０

第
32
回
田
辺
第
九
演
奏
会
の
合
唱
団

員
を
募
集
し
ま
す

■
演
奏
会
日
時

12
月
10
日
㊐　

15
時
〜

☆
ど
な
た
で
も
可
（
初
心
者
に
は
、
特

別
練
習
が
あ
り
ま
す
。）

☆
年
間
団
費　

６
０
０
０
円

☆
6
月
30
日
㊎
﹇
消
印
﹈
ま
で
に
、
は

が
き
に
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
（
ふ

り
が
な
）・
電
話
番
号
・
性
別
・
合
唱
パ
ー

ト
・
合
唱
経
験
の
有
無
を
ご
記
入
の
上
、

田
辺
第
九
の
会
事
務
局
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

☆
◇
文
化
振
興
課 

文
化
振
興
係

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
４
３

◇
田
辺
第
九
の
会
事
務
局（
喫
茶
モ
カ
内
）

〒
６
４
６
―

０
０
３
５

中
屋
敷
町
１
０
２

☎
０
７
３
９
（
２
４
）
７
９
８
６
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児
童
手
当
（
特
例
給
付
）
現
況
届
の

提
出
に
つ
い
て

　

児
童
手
当
（
特
例
給
付
）
を
引
き
続

き
受
給
す
る
た
め
に
は
、
毎
年
6
月
に

現
況
届
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
受
給
者
に
は
、
6
月
支
払

通
知
と
併
せ
て
案
内
を
送
付
し
ま
す
の

で
、
同
封
の
現
況
届
に
記
載
の
上
、
必

要
書
類
を
添
え
て
、
6
月
30
日
㊎
ま
で

に
、
下
記
又
は
各
行
政
局 

住
民
福
祉

課
（
19
ペ
ー
ジ
参
照
）
へ
お
持
ち
く
だ

さ
い
。
未
提
出
の
場
合
は
、
6
月
分
以

降
の
児
童
手
当
（
特
例
給
付
）
を
受
給

す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
提
出
書
類

◇
現
況
届

◇
受
給
者
及
び
配
偶
者
の
健
康
保
険
被

保
険
者
証
の
写
し
（
田
辺
市
国
保
の
場

合
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。）

◇
平
成
29
年
1
月
2
日
以
降
に
転
入
さ

れ
た
方
は
、
転
入
前
の
市
区
町
村
長
の

発
行
す
る
平
成
29
年
度
所
得
証
明
書
等

（
平
成
28
年
中
の
所
得
で
、
扶
養
親
族

数
等
の
記
載
の
あ
る
も
の
）

◇
そ
の
他
、
必
要
に
応
じ
て
提
出
し
て

い
た
だ
く
書
類
が
あ
り
ま
す
。

■
支
給
額
（
1
人
に
つ
き
月
額
）

◇
3
歳
未
満　

1
万
５
０
０
０
円

◇
3
歳
以
上
小
学
6
年
生
ま
で
の
第
一

子
及
び
第
二
子
　

1
万
円

◇
3
歳
以
上
小
学
6
年
生
ま
で
の
第
三

子
以
降　

1
万
５
０
０
０
円

◇
中
学
生　

1
万
円

◇
特
例
給
付　

右
記
の
額
に
関
わ
ら
ず

５
０
０
０
円

■
支
払
日

◇
6
月
9
日
㊎　
2
月
〜
5
月
分

◇
10
月
10
日
㊋　
6
月
〜
9
月
分

◇
平
成
30
年
2
月
9
日
㊎　
10
〜
1
月
分

※
出
生
や
転
出
等
に
よ
り
受
給
で
き
る

期
間
や
支
払
月
が
相
違
し
ま
す
の
で
、

支
払
通
知
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

☆
市
民
課 

庶
務
年
金
係
（
本
庁
舎
２

階
）

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
２
５

臨
時
福
祉
給
付
金
（
経
済
対
策
分
）

の
申
請
は
お
済
み
で
す
か

　

消
費
税
率
の
引
上
げ
に
よ
る
影
響
を

緩
和
す
る
た
め
、「
臨
時
福
祉
給
付
金（
経

済
対
策
分
）」
が
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
給
付
金
は
、
申
請
し
て
い
た
だ

か
な
い
と
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

申
請
の
受
付
は
、
6
月
22
日
㊍
ま
で

と
な
っ
て
い
ま
す
。

☆
平
成
28
年
1
月
1
日
時
点
で
市
内
に

住
民
票
が
あ
り
、
平
成
28
年
度
分
の
市

民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
方

　

た
だ
し
、
課
税
さ
れ
て
い
る
方
の
扶

養
親
族
等
（
税
申
告
上
の
配
偶
者
・
扶

養
親
族
・
専
従
者
）、
生
活
保
護
の
受

給
者
で
あ
る
方
は
、
除
き
ま
す
。

■
支
給
額　

１
人
に
つ
き
１
万
５
０
０
０
円

■
注
意
点

　

申
請
期
間
等
は
、
各
市
区
町
村
に
よ

り
異
な
り
ま
す
。
田
辺
市
以
外
が
申
請

先
と
な
る
方
は
、
事
前
に
そ
の
市
区

町
村
に
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
ご
確
認
を
お
願
い

し
ま
す
。

☆
◇
福
祉
課 

臨
時
福
祉
給
付
金
担
当

（
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー
2
階
）

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
４
９
０
０

◇
給
付
金
受
付
窓
口
（
市
民
総
合
セ
ン

タ
ー
1
階
）

☎
０
７
３
９
（
３
３
）
７
４
９
２

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
さ
ん
へ
　

特
別
弔
慰
金
の
請
求
は
お
済
み
で
す
か

　

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族

で
、
平
成
27
年
4
月
1
日
に
お
い
て
、

公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
等
を
受
け
る

方
が
い
な
い
場
合
に
、
第
10
回
特
別
弔

慰
金
と
し
て
額
面
25
万
円
、
5
年
償
還

の
記
名
国
債
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

支
給
対
象
遺
族
は
、
戦
没
者
等
の
死

亡
当
時
の
遺
族
で
、
次
の
順
番
に
よ
る

先
順
位
の
ご
遺
族
お
一
人
で
す
。な
お
、

子
に
つ
い
て
は
、胎
児
も
含
ま
れ
ま
す
。

①
弔
慰
金
の
受
給
権
者

②
戦
没
者
等
の
子

③
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有
し
て
お

り
、
か
つ
、
戦
没
者
等
と
氏
が
同
じ
で

あ
る
父
母
・
孫
・
祖
父
母
・
兄
弟
姉
妹

④
右
記
③
以
外
の
父
母
・
孫
・
祖
父
母
・

兄
弟
姉
妹

⑤
右
記
①
〜
④
以
外
の
ご
遺
族
で
、
戦

没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
1
年

以
上
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た
三
親
等

内
の
親
族

■
請
求
期
間

平
成
30
年
4
月
2
日
ま
で

■
請
求
書
配
布
・
提
出
先

左
記
又
は
各
行
政
局 

住
民
福
祉
課

（
19
ペ
ー
ジ
参
照
）

☆
福
祉
課 

庶
務
係
（
市
民
総
合
セ
ン

タ
ー
2
階
）

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
４
９
０
０

歴
民
講
座
を
開
催
し
ま
す

☆
6
月
24
日
㊏

☆
13
時
30
分
〜
15
時
（
予
定
）

☆
た
な
べ
る
2
階
「
大
会
議
室
」

■
演
題　

田
辺
祭
に
つ
い
て

■
講
師　

濵
岸 

宏
一 

さ
ん
（
文
化
財

審
議
会 
委
員
長
）

☆
文
化
振
興
課 
文
化
財
係

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
４
３

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
講
座
を
開

催
し
ま
す

　

家
事
や
育
児
や
仕
事
等
で
な
か
な
か

自
分
の
時
間
が
取
れ
な
い
方
へ
。
読
み
た

い
本
を
手
に
と
り
、
ち
ょ
っ
と
一
息
、
自

分
の
た
め
の
読
書
タ
イ
ム
を
楽
し
み
ま

せ
ん
か
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

☆
☆
6
月
29
日
㊍　

10
時
〜
12
時

☆
た
な
べ
る
1
階
「
図
書
館
」

■
演
題　

ほ
ん
（
本
）
の
ひ
と
と
き
自

分
の
た
め
の
読
書
タ
イ
ム

☆
子
育
て
中
の
保
護
者
の
方

☆
6
月
12
日
㊊
〜
19
日
㊊
に
、
左
記
へ

電
話
又
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

■
一
時
保
育　

対
象
は
、
未
就
学
児
ま

で
。
先
着
10
名
で
、
無
料
で
す
。
6
月

19
日
㊊
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

☆
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー　

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
４
９
３
６

☆danjo@
city.tanabe.lg.jp

自
然
観
察
教
室
「
初
夏
の
海
辺
を
楽

し
も
う
」
を
開
催
し
ま
す

☆
6
月
11
日
㊐

☆
9
時
30
分
〜
12
時

☆
天
神
崎

☆
9
時
30
分
ま
で
に
丸
山
の
見
え
る
駐

男
女
共
同
参
画
推
進
員
企
画
講
座
を

開
催
し
ま
す

　
「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
」「
同
性
愛
者
」「
性
同

一
性
障
害
」
等
の
言
葉
を
聞
い
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
か
。
聞
い
た
こ
と
が
あ
っ

て
も
、
よ
く
分
か
ら
な
い
と
い
う
方
も

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
講
師

か
ら
ご
自
身
の
体
験
を
元
に
お
話
し
を

伺
い
、
理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う
。
こ
の

講
座
を
人
生
を
豊
か
に
す
る
一
つ
の

き
っ
か
け
と
し
、
誰
も
が
自
分
ら
し

く
、
生
き
や
す
い
社
会
を
目
指
し
ま
せ

ん
か
。

☆
☆
7
月
9
日
㊐　

14
時
〜
15
時
30
分

☆
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー
4
階
「
交
流

ホ
ー
ル
」

■
演
題　

多
様
な
性
に
つ
い
て
一
緒
に

考
え
よ
う
〜
現
代
社
会
の
性
差
（
こ
こ

ろ
や
社
会
の
障
壁
）
に
つ
い
て
〜

■
講
師　

栗く
り
た田 

奈な

つ津 

さ
ん
（「
Ｌ
Ｇ
Ｂ

Ｔ
と
愉
快
な
仲
間
た
ち
」の
メ
ン
バ
ー
・

精
神
保
健
福
祉
士
）

☆
30
名
程
度

☆
6
月
12
日
㊊
〜
7
月
7
日
㊎
に
、
左

記
へ
電
話
又
は
E
メ
ー
ル
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

■
一
時
保
育　

対
象
は
、
小
学
3
年
生
ま

で
。
先
着
10
名
で
、
無
料
で
す
。
6
月

28
日
㊌
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

☆
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
４
９
３
６

☆danjo@
city.tanabe.lg.jp

車
場

■
講
師　

ふ
る
さ
と
自
然
公
園
セ
ン

タ
ー
専
門
員　

等

☆
小
・
中
・
高
校
生
・
一
般
（
小
学
生

は
、
保
護
者
同
伴
）

☆
筆
記
用
具
・
採
集
用
具
・
ビ
ニ
ー
ル

袋　

等

■
服
装　

帽
子
・
手
袋
・
長
靴

☆
前
日
ま
で
に
、
は
が
き
又
は
電
話
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
参
加
者
の
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

☆
ふ
る
さ
と
自
然
公
園
セ
ン
タ
ー

〒
６
４
６
―

０
０
５
１

稲
成
町
１
６
２
９

☎
☆
０
７
３
９
（
２
５
）
７
２
５
２

☆hikiiw
a@

m
b.aikis.or.jp

☆
毎
週
㊊（
休
館
日
が
祝
日
の
場
合
は
、

そ
の
翌
日
）

ふ
る
さ
と
文
化
振
興
補
助
金
を
交
付

し
ま
す

☆
市
内
の
文
化
活
動
の
振
興
又
は
伝
統

文
化
の
継
承
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ

た
団
体
等
が
行
う
、
文
化
の
振
興
に
寄

与
す
る
事
業
で
、
審
査
の
上
、
市
長
が

認
め
た
事
業
。
た
だ
し
、左
記
の
事
業
・

団
体
等
は
、
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

◇
国
・
地
方
公
共
団
体
か
ら
の
公
的
補

助
又
は
他
の
公
益
法
人
等
か
ら
の
補
助

を
受
け
て
い
る
事
業

◇
営
利
を
目
的
と
す
る
団
体
等

◇
特
定
の
政
治
活
動
又
は
宗
教
活
動
を

目
的
と
す
る
団
体
等

■
補
助
金
額

　

事
業
1
件
に
つ
き
、
補
助
対
象
と

な
る
事
業
経
費
の
2
分
の
1
以
内
で
、

10
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

☆
事
前
に
必
ず
お
問
合
せ
の
上
、
7
月

28
日
㊎
﹇
必
着
﹈
ま
で
に
、
所
定
の
申

込
書
・
事
業
計
画
書
等
の
必
要
書
類
に
、

申
請
す
る
団
体
等
の
規
約
等
を
添
え

て
、左
記
へ
直
接
お
持
ち
い
た
だ
く
か
、

郵
送
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
込

書
は
、
左
記
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

☆
文
化
振
興
課 

文
化
振
興
係
（
市
民

総
合
セ
ン
タ
ー
３
階
）　　

〒
６
４
６
―

０
０
２
８

高
雄
一
丁
目
23
―

1

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
４
３ 
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休日急患診療

防災行政メール等 救急受診ガイドモバイル用ホームページ

主な電話番号等

■田辺市役所　〒 646-8545 新屋敷町 1
☎ 0739-22-5300 ㈹　　0739-22-5310
■市民総合センター　〒646-0028高雄一丁目23-1
☎ 0739-26-4900 ㈹　　0739-26-4914
■龍神行政局　〒 645-0415 龍神村西 376
☎ 0739-78-0111 ㈹　　0739-78-0116
■中辺路行政局　〒646-1492 中辺路町栗栖川396-1
☎ 0739-64-0500 ㈹　　0739-64-0966
■大塔行政局　〒 646-1192 鮎川 2567-1
☎ 0739-48-0301 ㈹　　0739-49-0359
■本宮行政局　〒 647-1792 本宮町本宮 219
☎ 0735-42-0070 ㈹　　0735-42-0239
■市水道事業所　〒 646-0028 高雄三丁目 18-1
☎ 0739-24-0011 ㈹　　0739-24-7910
■市ごみ処理場　〒 646-0053 元町 2291-6
☎ 0739-24-6218 ㈹　　0739-24-4068

電話案内サービス

■防災行政テレフォンガイド　☎ 0120-963-910
■救急安心センター　☎＃ 7119

19 Tanabe Publicity  2017.6 広報田辺　平成 29 年 6 月号 18

　田辺広域休日急患診療所（市民総合センター玄
関右側）
　内科・小児科系、歯科の応急診療
　　㊐㊗　9時～ 11 時 30 分、13 時～ 16 時
（※小児科のみ、㊏ 18時～21時30分も診療を行っ
ています。）
　☎ 0739-26-4909

  男 　35,756 人
  女 　40,160 人
  計 　75,916 人
世帯　35,518 世帯
出生　　　39 人（男 20 女 19）

市の人口
（平成 29年 4月末現在）

前月比
（-60）
（-70）
（-130）
（+19）

新
宮
川
水
系
各
ダ
ム
情
報
等
に
つ
い
て

　

新
宮
川
水
系
の
各
ダ
ム
（
池
原
・
七

色
・
小
森
・
風
屋
・
二
津
野
）
放
流
状

況
及
び
小
森
発
電
所
・
十
津
川
第
二
発

電
所
の
運
転
予
定
を
、
24
時
間
フ
リ
ー

ダ
イ
ヤ
ル
（
無
料
）
で
お
知
ら
せ
し
て

い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
新
宮
川
水
系
各
ダ
ム
情
報

☎
０
１
２
０
（
３
０
）
２
４
２
５

■
小
森
発
電
所
・
十
津
川
第
ニ
発
電
所

運
転
予
定

☎
０
１
２
０
（
２
０
）
１
９
１
４

き
れ
い
で
豊
か
な
水
環
境
保
全
の
た

め
に

︻
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
費
補
助
金
に

つ
い
て
︼

　

生
活
排
水
に
よ
る
公
共
水
域
の
水
質

汚
濁
を
防
止
し
、
水
環
境
を
保
全
す
る

た
め
、
住
宅
等
へ
の
浄
化
槽
の
設
置
に

つ
い
て
補
助
金
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

☆
市
内
の
下
水
道
・
集
落
排
水
等
の
排

水
処
理
施
設
の
整
備
を
し
て
い
な
い
地

域
に
お
い
て
、
住
宅
等
に
浄
化
槽
を
設

置
す
る
方

■
補
助
金
額　

浄
化
槽
本
体
及
び
そ

の
設
置
工
事
に
要
し
た
費
用
を
補
助
し

ま
す
。
た
だ
し
、
浄
化
槽
の
規
模
（
人

槽
）
や
種
類
ご
と
に
上
限
額
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
単
独
処
理
浄
化
槽
を
撤
去

し
、
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す
る
場

合
に
、
撤
去
費
用
に
対
し
て
9
万
円
を

上
限
と
す
る
上
乗
せ
補
助
が
あ
り
ま
す
。

☆
補
助
金
を
受
け
る
に
は
、
浄
化
槽
設

置
工
事
を
行
う
前
に
申
請
書
を
提
出

し
、
交
付
決
定
を
受
け
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
詳
し
く
は
、
下
記
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

︻
浄
化
槽
の
適
正
な
維
持
管
理
︼

　

浄
化
槽
が
正
し
く
管
理
さ
れ
て
い
な

い
と
、
処
理
能
力
が
低
下
し
、
悪
臭
や

水
質
汚
濁
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
浄
化
槽
法
で
は
、
浄
化
槽
管
理

者
に
3
つ
の
義
務
を
定
め
て
い
ま
す
。

①
保
守
点
検
（
浄
化
槽
法
第
10
条
）

人槽区分 従来型浄化槽 環境に配慮
した浄化槽

5 人槽 33 万 2,000 円 38 万円

7 人槽 41 万 4,000 円 46 万 2,000 円

10 人槽 54 万 8,000 円 59 万 6,000 円

■補助金の上限額

※ 11 人槽以上については、下記へお問い合
わせください。

　

浄
化
槽
の
機
能
を
維
持
す
る
た
め
に
、

定
期
的
に
点
検
・
調
整
・
薬
剤
の
補
給

等
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
保

守
点
検
は
、
県
の
登
録
を
受
け
た
保
守

点
検
業
者
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

②
清
掃
（
浄
化
槽
法
第
10
条
）

　

浄
化
槽
中
の
微
生
物
が
排
水
を
浄
化

す
る
過
程
で
、
不
要
物
と
し
て
汚
泥
が

溜
ま
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、
定

期
的
に
汚
泥
の
引
抜
き
や
装
置
の
洗
浄

が
必
要
で
す
。
一
般
家
庭
の
浄
化
槽
で

は
、
年
に
1
回
以
上
行
わ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
市
の
許
可
を
受
け
た
業
者

に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

③
法
定
検
査
（
浄
化
槽
法
第
11
条
）

　

浄
化
槽
が
正
常
に
働
い
て
い
る
こ
と

を
確
認
す
る
た
め
、
年
に
1
回
、
県
の

指
定
検
査
機
関
（
公
益
社
団
法
人　

和

歌
山
県
水
質
保
全
セ
ン
タ
ー
☎
０
７
３

―

４
３
２
―

６
４
３
３
）
の
行
う
法
定
検

査
で
、
浄
化
槽
の
機
能
の
診
断
を
受
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
検
査
の
結
果

は
市
に
報
告
さ
れ
、
市
は
必
要
に
応
じ

て
助
言
・
指
導
を
行
い
ま
す
。

︻
浄
化
槽
に
関
す
る
届
出
︼

　

浄
化
槽
を
使
用
開
始（
再
開
）・
休
止
・

廃
止
を
す
る
場
合
や
浄
化
槽
管
理
者
に

変
更
が
あ
っ
た
場
合
等
は
、
左
記
へ
届

出
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
環
境
課 

生
活
排
水
係（
本
庁
舎
2
階
）

☎
０
７
３
９
（
２
６)

９
９
２
７

事
業
者
の
皆
さ
ん
へ
　
　
　
　
　
　

労
働
保
険
料
の
申
告
・
納
付
手
続
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

☆
平
成
29
年
度
の
労
働
保
険
料
の
申

告
・
納
付
手
続
は
、
7
月
10
日
㊊
ま
で

に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

労
働
保
険
と
は
、
労
災
保
険
と
雇
用

保
険
を
総
称
し
た
も
の
で
、
労
働
者
が

安
心
し
て
働
く
た
め
の
保
険
で
す
。

　

労
働
保
険
の
保
険
料
は
、
年
度
当
初

に
概
算
で
申
告
・
納
付
し
、
翌
年
度
の

当
初
に
確
定
申
告
の
上
、
精
算
す
る
こ

と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

労
働
保
険
料
の
納
付
は
、
最
寄
り
の

銀
行
・
信
用
金
庫
・
郵
便
局
等
金
融
機

関
（
歳
入
代
理
店
）
の
ご
利
用
を
お
願

い
し
ま
す
。

☆
和
歌
山
労
働
局 

総
務
部 

労
働
保
険

徴
収
室

☎
０
７
３
（
４
８
８
）
１
１
０
２

商
工
業
診
断
指
導
事
業
を
実
施
し
ま
す

☆
経
営
の
近
代
化
・
合
理
化
に
積
極
的

に
取
り
組
む
意
欲
の
あ
る
中
小
企
業
者

の
皆
さ
ん
に
、
専
門
家
で
あ
る
経
営
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
直
接
指
導
を
行
う
も

の
で
す
。

☆
市
内
の
中
小
事
業
者

■
診
断
項
目　

販
売
管
理
・
仕
入
管
理
・

店
舗
管
理
・
生
産
管
理
・
財
務
管
理
等

■
診
断
経
費　

無
料
（
た
だ
し
、
診
断

内
容
に
よ
っ
て
は
、
自
己
負
担
が
必
要

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

☆
◇
商
工
振
興
課 

商
工
労
政
係

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
７
０

◇
田
辺
商
工
会
議
所

☎
０
７
３
９
（
２
２
）
５
０
６
４

◇
牟
婁
商
工
会

☎
０
７
３
９
（
３
５
）
１
１
１
０

◇
龍
神
村
商
工
会

☎
０
７
３
９
（
７
８
）
０
４
７
２

◇
中
辺
路
町
商
工
会

☎
０
７
３
９
（
６
４
）
１
０
０
２

◇
大
塔
村
商
工
会

☎
０
７
３
９
（
４
９
）
０
１
７
１

◇
本
宮
町
商
工
会

☎
０
７
３
５
（
４
２
）
０
２
６
９

狩
猟
免
許
取
得
支
援
事
業
を
実
施
し

ま
す

☆
鳥
獣
被
害
対
策
と
し
て
、
わ
な
猟
と

銃
猟
の
免
許
取
得
に
か
か
る
費
用
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

☆
市
内
に
住
民
票
が
あ
る
方
で
、
農
業

従
事
者
又
は
有
害
鳥
獣
捕
獲
に
協
力
し

て
い
た
だ
け
る
方
等
で
、
左
記
の
条
件

を
満
た
す
こ
と

◇
わ
な
猟　

狩
猟
免
許
試
験
合
格
者

で
、
今
年
度
狩
猟
者
登
録
を
さ
れ
る
方

◇
銃
猟　

狩
猟
免
許
試
験
合
格
者
で
、

か
つ
猟
銃
所
持
許
可
証
の
交
付
を
受

け
、
今
年
度
狩
猟
者
登
録
を
さ
れ
る
方

■
補
助
金
額

◇
講
習
会
受
講
料
の
全
額

・
初
心
者　

1
万
円

・
経
験
者　

５
０
０
０
円

◇
試
験
の
手
数
料
の
2
分
の
1

・
初
心
者　

２
６
０
０
円

・
経
験
者　

１
９
５
０
円

◇
銃
猟
の
射
撃
教
習
費
用
の
全
額

3
万
７
０
０
０
円
以
内

※
狩
猟
免
許
試
験
の
日
程
に
つ
い
て
は
、

県
民
の
友
6
月
号
に
掲
載
さ
れ
ま
す
。

☆
試
験
を
受
け
て
免
許
を
取
得
し
、
今

年
度
の
狩
猟
者
登
録
を
し
た
後
、
左
記

又
は
各
行
政
局
産
業
建
設
課
（
19
ペ
ー

ジ
参
照
）
で
手
続
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
農
業
振
興
課 

農
政
係
（
庁
舎
別
館

2
階
）

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
３
０

※
携
帯
電
話
・
自
動
車
電
話
か
ら
も
通

話
で
き
ま
す
。

☆
電
源
開
発
株
式
会
社 

西
日
本
支
店

十
津
川
電
力
所

☎
０
７
３
５
（
４
７
）
２
０
１
９


